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今
回
更
新
し
た
新
車
両
は
、

３
０
０
㍑
の
貯
水
槽
と
動
力
噴
霧

器
を
備
え
、
水
利
の
確
保
が
難
し

い
場
所
で
の
初
期
消
火
活
動
な
ど

に
効
果
が
期
待
で
き
る
５
トン
未
満

の
車
両
が
２
台
と
、
狭
い
場
所
で

の
活
動
に
効
果
が
期
待
で
き
る

３
・
５
トン
未
満
の
車
両
が
１
台
で

す
。

　

市
で
は
、
火
災
な
ど
の
有
事
に

お
け
る
迅
速
な
出
動
態
勢
を
整
え

る
た
め
、
消
防
団
の
環
境
整
備
を

年
次
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
西
方
地
区
の

防
災
拠
点
で
あ
る
市
消
防
団
第
16

分
団
（
市い
ち
む
ら村

治お
さ
む

分
団
長
）
の
詰

所
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
拠
点
を
前
に
、

団
員
た
ち
は
防
災
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
３
月
12
日
、
筑
西
市
出
身
の
画

家
、
浅あ
さ
の野

隆た
か
し

先
生
か
ら
絵
画
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
作
品
の
白
い
か
け
ら
シ
リ
ー
ズ

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
」
に

は
夢
や
希
望
、
そ
し
て
未
来
の
象

徴
と
し
て
金
色
に
輝
く
「✳
」
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
を
守
る
市
消
防
団

（
宮み

や
か
わ川

昌ま
さ
き己

団
長
）
の
第
３
分
団

（
稲い

な
ば葉
修お

さ
む

分
団
長
）、
第
39
分
団

（
谷や

じ
ま嶋

利と
し
お男

分
団
長
）、
第
40
分
団

（
舘た

て
の野
昌ま

さ
と
し敏
分
団
長
）
の
消
防
ポ

ン
プ
車
が
更
新
さ
れ
、
３
月
20
日

に
筑
西
消
防
署
で
引
渡
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
、（
株
）
常
陽
銀
行

様
か
ら
市
内
の
小
学
校
の
新
一
年

生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
８
２
０
個
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
行
か
ら
は
、「
子
ど
も
を
犯

罪
か
ら
守
り
た
い
」
と
い
う
願
い

を
込
め
て
、
毎
年
新
一
年
生
を
対

象
に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
株
）
常
陽
銀
行
様
か
ら

防
犯
ブ
ザ
ー
の
寄
付

浅
野
隆
先
生
か
ら
絵
画
の

寄
付

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
整
備

ま ち の わ だ いLocal  Top ics

桜と桃を植えて十余年
道の駅
来場者数100万人到達

　オープンから９か月。来場者数100万人目となったの
は、真岡市の山

やまもと
本晃
あきら
さんご一家。須藤市長から「こだます

いか」などの記念品が贈られました。「地元の食品が豊富
で気に入っています」と大感激の山本さんご一家でした。

　松原にお住まいの中
なかじま
島優
まさる
さんは、環境美化や防犯のため

に、14年ほど前から自宅の前にある市道の脇に、桜や桃
の木を植える活動をしていまです。「ここを通る人が笑顔に
なってくれればうれしいです」と中島さん。

３ ４
26 ４

須藤市長に白いかけらシリーズ
「ウルトラマリンブルー」を渡す浅野隆先生（右）

消防団に最新のポンプ車が引き渡されました

須藤市長に目録を渡す神長宏寿下館支店長（右） 第 16分団のみなさんと新たな拠点となる詰所
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